
第 7章

社会生活用具
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●社会生活用具
深い雪に覆いつ<され、しかも連日雪が降り続<雪国

のムラの生活は、ムラ人たちお互いが協力し合うことに

よつて維持されてきた。たとえば、火災・雪害・急病人

の発生などといつた不慮の事態には＼当然、村を挙げて

対応するが、日常的にもあ互いの暮らしそのものが、あ

らゆる点で深<ガがわり合つていた。

その顕者な例として＼毎朝のよう|こ行われる道踏みを

挙げることができる。極めてさりげな<当然のようにな

されるこの行為により＼ムラの血管である道路交通が確

保され＼生命体としてのムラは患づ<ことができた。

雪中のムラの暮 ら し

したがって、社会生活に関係する用具類は、個人所有

のもの|こもう<含志れているし＼本国録の各頂に所属す

る中にも少なかl~Dずある。そこでここでは、それらの再

掲は避けて＼限られたものだけを掲|ずることにし聾。

次頁 |こ示したミチフミバンは＼△ラとムラとを繋ぐ道

ゃ学校などの公共施設へ通じる道を、ムラの人たちが当

番を決めて道つけをする時の順番を記したもので、これ
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などを紹介した。
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魚之田川地区では、雪の積け 日に」ヽ学校讀での道を

各家が順番に道踏みを行なつていた。朝 5時過ぎには身

支度を済志せ＼往復約 2 Kmの道のりをカンジキを履いて

踏み固めていつた。小学校に続<道の北倶l斜面 |まいわゆ

るナゼバ (雪籠危険箇所)が続いていたので＼この手前

で道沿いの地獄沢川に降りて、田□の中を迂回して進ん

だ。大雪の降つた朝は次の当番の家でに呼び掛け、スカ

リを履いた者を先頭にして4～ 5人で道踏みをした。深

雪の中をスカリで進むのはたいへんな重労働なので、50

mも歩けば後続の者と交替せざるを得なかつた。小学校

から折返して村に帰るのはフ時ころになつた。

試た日中大雪が降り＼朝に踏んだ道が埋もれると＼沢

の当番の家はヨイミチといつて下校時亥」前に道踏みをし

なければならなかつた。道踏み番 (道踏み当番)は、村

内約30軒の輛番制で、一回道踏みに出ると次の番の家に

道踏み板を手渡すのだが＼大雪の年は週に一度<らいの

頻度で番が回つて<ることもあつた。

こうした雪との闘いtl＼ 昭不□46～47年には道路除雪が

開始、さらに昭不□49年 |こは国道が整備され道路の無雪化

が実現されることにより＼終
lalを告げた。
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■スカリを履いての道踏み

〔道開け用具〕

ミチフ ミバ ン 7-l
139× 49Cm 厚さI Cm
ホト 道踏み当番表 (市内小貫のもの)

ミチフミバ ン 7-2
222× 58 Cm ∫早さ0 7Cm
杉 道踏み当番表 (市 内池谷のもの)

ミチフミバ ン 7-4
333× 18 7Cm 厚さ1 8Cm

杉 道踏み当番表
(市内名ケ山のもの)

ミチフ ミバ ン 7-5
55× 34Cm 厚さ0 8Cm
杉 道踏み当番表 (東頸城郡松代町のもの)

:::癬嘲

ミチフミバ ング ミチ ョウ 7-6
403× 4Cm

和紙 道踏み当番表 (市 内姿のもの)
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ミチフミバ ン 7-3
× 9 9Cm 厚さ0 7Cm 棒長さ34 4Cm  ■
その他 道踏み当番表 (市内軽沢のもの)ぎ
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■ ミチフミバンの一例 ■各家の周辺の道踏み
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■授業風景

トウキブンコウカンバ ン 7-2
15 1× 23 1Cm 厚さ2 6Cm
杉 雪中校の看板
(東下組小学校慶地冬季分校)

■雪中の登下校

トウキブンコウカンバ ン 7
6 7× 1870m 厚さ 2 Cm
杉 雪中校の看板
(飛渡第一小学校上田原冬季分校 )

、バ コ  7-15
4× 30Cm 全高48 8Cm
雪中校用炭入れ

コシキ

全長965。m 刃先幅27 5Cm 935 9
ブナ 雪中校の除雪用木鋤

ス

３８
杉

ヒハチ  7-3
5× 50Cm 高さ29 4Cm
鉄 雪中校暖房用火鉢

ヒバ チ  7-4
58× 58Cm 昌さ30 3Cm

鉄 雪中校暖房用火鉢

〔冬季分校(雪中校)用具〕
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■防火用水の囲い(左。中央 ) ■郵便ポス トの囲い

〔防火用水用具〕

〔その他〕

ボウカヨウスイカコィ 7-0
全高210Cm

杉 防火用水の雪口い用具

ニッキチ ョウ 7-9
188× 13 5Cm り享さ1 7Cm
紙 雪掘り番等の記載のある日記帳
(昭和20年の大雪のようす)

冬の学校のことなど

冬になつて、学校から遠<離れた地域の子供たちが＼
雪道を通学するのが困難だつたり、危険箇所があつたり

丁ると、安全をはかるために、その△ラの近<に特別の
夏室を設けて授業を行なつた。これが冬季分校であるが＼

雪中派 出校などともいい、児童たちの少ない時は民家

〕一室を借り上げて開設したりした。

雪中、子供たち|ことって山谷を越えて学校に通うのは

三変なことで、時には雪崩の危険 |こさらされもするし、

三雪の降る日や吹雪の日などは命がけであり、道を見失

うこともある。通学する子供たちの辛苦もさることなが

ら、それを送迎し、家で待つ親たちの心労も殊更であつ

たのである。

冬李分校に限らないが、昭不□40年代<・
~Dい
までの学校

では、冬の暖房といつても教室に大型の火鉢一つを置<
<らいで、炭火を使つていた。写真には鉄板製の火鉢が

あるが、それ以前は本製の火鉢であつた。

雪中の学校では誅た、除雪用のコシキや道踏み用のカ

ンジキも懃要な備品で、大雪の日には玄関に積もった雪

をこれで処理しないと、子供の登下校に支障をきたした

のである。



●社会生活用具品目一覧 el蝋〉

●道開け用具 (道踏み当番表):ミ チフミバン・ ミチフミバングミ
チョウ ●告知用具 :タ テフダ ●防火用水用具 :ボウカヨウスイ
カコイ ●冬季分校用具 :ト ウキブンコウカンバン・ヒバチ・スミ
バコ・コシキ ●その他 :ハ ンボン・ニッキチョウ


